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SDGsや気候変動対策の観点から、世界的に森林の重要性に注目が集まっています。昨年開催され

たCOP26では、森林・土地利用に関するグラスゴー・リーダーズ宣言が採択されましたが、このなかで

2030年までに森林減少を食い止めることが謳われています。こうしたグローバルな目標を達成するに

は、宣言の中でも触れられている通り、持続的な森林経営を実現するための森林の経済的価値と地域

住民の生計向上というローカルな取り組みが不可欠です。

本セミナーでは、まず早稲田大学の井上真教授の基調講演により、グローバルな価値観とローカルの

利益のバランスについて解説していただき、次に“日本のナレッジ＝「ちえ（技術・知見・制度）」を途上

国での森林活動に活かす”という本事業のコンセプトと事業紹介WEBサイト（ChiePro）をご紹介し、

令和3年度に実証調査した2つの事例報告を行います。今年度扱った事例は、成長が早く現地で育成

できるが需要が限定的である熱帯早生材を楽器材に利用する取り組みと、高たんぱくながら十分に有

効活用されていないナッツオイルの絞り粕を食品として利用する取り組みです。
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アフリカと南米の森林を守るギターと

ナッツプロテイン食品の開発

「途上国森林ナレッジ活用促進事業」が有するグローバルな価値を確認し、２つの事例報告に対してコメント

をおこないます。そのうえで、一般論として演者が概念化した「持続的利用の三類型」について解説し、合理

的政策の選択肢を検討する必要性を示します。そして、「文化コモンズ」に関する拡散・開放化と、知的財産

法等による所有・囲い込みの関係を解説します。在来・地域知の取り扱いと利益還元は、所有（企業活動の

活性化）と拡散（開放化）の微妙なバランスの上に成り立っているのです。
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